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祥洲 臨書作
「空海 / 天道」

太陽が天空を通過する道
自然の摂理















祥洲 臨書作
「空海 / 寂」

声がなくひっそりとしている
涅槃(ねはん)に入る













祥洲 臨書作
「空海 / 水面」

水の表面、水のおもて
みなも











祥洲 臨書作
「空海 / 夜月」
夜の月 やげつ

140年振りのほぼ皆既月食
2021.11.19 撮影









祥洲 臨書作
「空海 / 陰陽」
日を受ける表と裏

いんよう







祥洲 臨書作
「空海 / 飛」

空をとぶ
空中にはねあげる















祥洲 臨書作
「空海 / 世」

人間が生きている場所
その時の社会の流れ





祥洲 臨書作
「空海 / 氣」

生命、精神、心の動き
宇宙と人間の根底にある力





　「 Leicaで撮る東寺と、空海を書す」PDF形式デジタル作品集
第3弾をお届けさせていただきます。2021年秋から2022年夏に
かけて撮影した写真と空海の書も全て新作で構成しています。
　コロナが世界を襲い、外出もままならぬ中で、仕事場である
祥洲書院/墨翔会京都教室から徒歩で5分程のところにある
世界遺産「真言宗 総本山 教王護国寺 東寺」を訪れることは
良き運動と気分転換。2019年秋から撮影を始めて、もう3年間
通い続けています。ライカのカメラと共に。
　収録の書も写真も大変拙いものですが、私自身が美しいと
感じ、今、私は確かに生きていると実感できる作品なのです。
撮影は続けています。またいつかまとめられたらと思います。
是非、第1&2集も見てやってください。
                     　　　　　　　　　　　　　2022. 8.21祥洲 記

祥 洲 /Shoshu
6歳から書を学び、立命館大学在学中の19歳で書家デビュー。伝統書のみ
ならず独自の墨美表現を次々に発表、現代の書の先端を走る書家の一人。
更にデジタルアート、写真、映像などジャンルを越えて活動。日中韓など
五カ国共催展や美術館展、国内外での受賞多数。
小学校図画工作教科書に作品収録、「伊勢神宮」「日光東照宮」奉納書、
「メルセデス・ベンツEクラス」 「アディダス×EXILE/HIRO」などのCM、
「NHK大河ドラマ/軍師官兵衛」題字・スタジオ美術、ヨーロッパ有数の
ACTレーベルが世界発売しているCDアートワークなどでも知られる。
写真表現は書と同じく19歳から取り組み、中国黒龍江省美術館が写真作品
収蔵(2001)、写真作品個展「光溢」(2002) など書と共に発表を続けている。
2019年には「フェラーリ/ Ferrari」公式映像に出演、世界公開される。
2021年 2月から「NHK国際放送」が世界公開用の番組制作を開始。
同年10月8日世界およそ160の国と地域で英語版「書に生きる」放映。
2022年1月6日NHK-BS1にて日本語版が国内にて放映される。
墨翔会代表、墨集団翔Sho主幹、SHO Art-Office代表。1958年京都市生まれ京都市在住。

撮影機材
Leica M-P ( Typ240)、Leica Q、Leica Q2

ELMAR L35mm f/3.5  1936年製、SUMMICRON  M35mm f/2 現行
SUMMARIT M50mm f/1.5  1956年製、ELMAR M50mm f/2.8  1958年製

SUMMICRON  M50mm f/2 1956年製&現行、ELMARIT M90mm f/2.8  2002年頃
書作品 用具

兼毫小筆、祥洲自家製墨、端渓古硯、紅星牌重単宣
文字サイズ 約4cm

○「水面」の写真に関して
東寺の南側にあるお堀。ある日ほんの僅かな時間でしたが、
合成したかのような幻想的な景色に出会いました。「太陽の
位置+無風+堀の水の透明度+鯉」の条件が揃ったときに
起きる現象のようです。私が約1年間通った中で同じような
現象に出会えたのは、2021年10月5日と2022年1月3日
(鯉の代わりにお正月飾りですが、、、)の２度だけでした。



祥洲公式サイト
祥洲の墨の世界
shoshu. jp
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